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高光度赤外線銀河 (LIRG)は, 爆発的な星形成活動を行っていると考えられる銀河であるが, その活動メカニズ
ムの詳細は明らかにされていない. そこでminiTAO/ANIR では, 近傍 (2800 km s−1 < cz < 8100 km s−1) LIRG
の Paα 輝線 (λ=1.8751 µm) サーベイを進めている. Paα は, (1) 星形成領域の直接の指標である水素再結合線
で近赤外域では一番強い (2) 近赤外線波長域であるためダスト減光に強い, という特徴から, 大量のダストに覆わ
れている LIRGの星形成活動を, ダストを見通して直接観測することが可能である.
本サーベイは 2009年から行われており, これまでに 41 天体のLIRGもしくはLIRGに近い強い赤外光度を持つ

銀河を観測してきた. 各天体の Paαから求めた星形成率 (SFR(Paα))と全赤外線光度から求めたもの (SFR(IR))
を比較したところ, 平均して 0.3 dexほど SFR(Paα)が低く出る傾向にあることが分かった. これは, ダスト減光
がこれまで可視域 (Hα/Hβ)で測定されてきたよりもっと大きい可能性があることを示唆している. さらに, 各天
体のPaαの空間的な広がりを評価したところ, これまでHST/NICMOSで測定されてきたものより外側まで Paα
が広がっている銀河が多数見つかった. これは, NICMOSの視野が狭く, 銀河全体を十分に覆えていなかったこと
が原因と考えられる. 本講演では, こうした Paα観測から新たに見えてきた LIRGの性質について議論する.


